
東海第二発電所

耐津波設計方針，耐震設計方針等の

説明スケジュール案

平成29年5月23日

日本原子力発電株式会社

ＰＤ－２－４ 改１



目次

１．耐震設計方針及び耐津波設計方針に係るヒアリング，審査会合実績 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

２．耐津波設計方針の説明スケジュールの検討

（１） 耐津波設計方針に係る課題の整理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

（２） 耐津波設計方針に係る課題と審査資料への影響 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

（３） 耐津波設計方針の説明スケジュール案 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９

３．耐震設計方針の説明スケジュール案 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３

４．耐震設計方針，耐津波設計方針等に係る全体説明スケジュール案 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４



１．耐震設計方針及び耐津波設計方針に係るヒアリング，審査会合実績

【表１ 耐震設計方針及び耐津波設計方針に係るヒアリング，審査会合実績】

◆耐震設計方針及び耐津波設計方針の説明スケジュールの検討に先立ち，これまでのヒアリング及び審査会合実績を表１に整理した。
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２．耐津波設計方針の説明スケジュールの検討
（１） 耐津波設計方針に係る課題の整理

◆耐津波設計方針の説明スケジュールを検討するに当たり，東海第二発電所の敷地の特徴等を踏まえた耐津波設計方針における課題を表
２のとおり整理した。

No. 耐津波設計方針に係る課題

① 基礎地盤の安定性評価に係るせん断強度等

② 基礎地盤の地震時評価に係る有効応力解析による液状化判定

③ 杭基礎の支持性能に係る地盤物性値

④ 基礎地盤の粘土層の圧密に係る地盤物性値

⑤ 防潮堤の鋼管杭の挙動・一体性，他構造形式との取り合い部を含むジョイント部の機能確保

⑥ 防潮堤が寄り付く地山の洗掘対策

⑦ 防潮堤の設計・評価に用いる津波波圧（ソリトン分裂波を伴う津波水理実験に基づく評価）

⑧ 港湾の防波堤（物揚げ場含む。）の基準地震動Ｓｓによる状態変化を想定した基準津波の遡上波への影響

⑨ 港湾の防波堤の漂流による海水取水性への影響

⑩ 外部事象に対する防潮堤の機能確保（外部火災，竜巻飛来物等）（６条関連事項）

⑪ アクセスルートの機能確保（４３条関連事項）

◆上記の課題のうち，No.①～④については防潮堤の基礎地盤に係る事項であるため，設置許可基準規則の３条（設計基準対象施設の地
盤）における審査を頂く必要がある。また，No.⑤についてはＮo.①～④の審査結果を踏まえ，５条（津波による損傷の防止）耐津波設計方
針において審査頂くことになる。
◆課題No.①～④については，審査に一定の期間を要することから，耐津波設計方針の説明については，No.⑤を含むNo.①～⑤の防潮堤及
び防潮扉に係らない項目から，順次開始させて頂きたいと考えている。
◆このため，耐津波設計方針に係る審査資料において，課題No.①～⑤に関連する項目の抽出を行った。（２．（２）項参照）
◆なお，課題No.⑥～⑨については，耐津波設計方針審査資料の中で順次説明させて頂く。また，他条項に関連する課題No.⑩及び課題No.
⑪については，防潮堤側で講じる対策に関して，耐津波設計方針審査資料の中において説明させて頂く。

【表２ 耐津波設計方針に係る課題】
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２．耐津波設計方針の説明スケジュールの検討
（２） 耐津波設計方針に係る課題と審査資料への影響

◆２．（１）項に整理した課題のうち，課題No.①～No.⑤に関連する耐津波設計方針審査資料の項目について表３に示すとおり抽出した。抽出
に当たっては，別紙に示すとおり，耐津波設計方針審査資料の項目毎にそれぞれの課題の関連を明確にし，審査への影響を評価した。

耐津波設計方針審査資料 資料項目

課題No.①～⑤の審査資料との関連

①
基礎地盤
の安定性

②
有効応力
解析，液
状化判定

③
支持性能
に係る地
盤物性値

④
圧密に係
る地盤物
性値

⑤
鋼管杭の
挙動・一体
性等

1. 基本事項
1.3  基準津波による敷地周辺の遡上・浸水域 あり あり なし あり なし

1.4 入力津波の設定 あり あり なし あり なし

1.6 設計又は評価に用いる入力津波 あり あり なし あり なし

2.   設計基準対象施設の津波防護方針
2.2 敷地への浸水防止（外郭防護１） あり あり あり あり あり

3.   施設・設備の設計・評価の方針及び条件
3.1 津波防護施設の設計 あり あり あり あり あり

3.4 施設・設備の設計・評価に係る検討事項
3.4.1 津波防護施設，浸水防止設備等の設計における検討事項 あり あり あり あり あり

【表３ 課題No.①～⑤に関連する耐津波設計方針審査資料 資料項目の抽出結果】

◆課題No.①，②及び④は，その影響により地盤変状の可能性があり，基準津波の遡上波の遡上・浸水域，入力津波の設定に影響すること
及び津波防護施設（防潮堤）による防護方針，設計方針等に影響することから，関連ありと判断した。
また，課題No.③及び⑤は，その影響により基準津波の遡上波の遡上・浸水域，入力津波の設定には影響しないが，津波防護施設（防潮
堤及び防潮扉）による防護方針，設計方針等に影響することから，関連ありと判断した。
◆なお，課題No.⑧「港湾の防波堤（物揚げ場含む。）の基準地震動Ｓｓによる状態変化を想定した基準津波の遡上波への影響」については，
遡上解析への影響を考慮して，防波堤ありモデルと防波堤なしモデルによる評価を実施し，防波堤なしモデルの方が水位が高くなることを
確認するとともに，現時点における評価では，防波堤の基礎地盤に液状化は生じないものと評価している。また，今後，基準地震動Ｓｓによ
る防波堤の状態変化を想定した上で，遡上解析を追加実施するが，現状の遡上解析モデルに包含されるものと考えている。
このため，課題No.⑧に関しては，現状の評価結果に基づき説明させて頂き，追加解析完了後，防波堤の状態変化の影響と現状の遡上解
析結果の妥当性を説明させて頂きたい。
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【別紙】課題No.①～⑤に関連する審査資料 資料項目の抽出（1／5）

【課題No.①～⑤に関連する審査資料項目】
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【課題No.①～⑤に関連する審査資料項目】

【別紙】課題No.①～⑤に関連する審査資料 資料項目の抽出（2／5）
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【課題No.①～⑤に関連する審査資料項目】

【別紙】課題No.①～⑤に関連する審査資料 資料項目の抽出（3／5）
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【課題No.①～⑤に関連する審査資料項目】

【別紙】課題No.①～⑤に関連する審査資料 資料項目の抽出（4／5）
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【課題No.①～⑤に関連する審査資料項目】

【別紙】課題No.①～⑤に関連する審査資料 資料項目の抽出（5／5）
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２．耐津波設計方針の説明スケジュールの検討
（３） 耐津波設計方針の説明スケジュール案（1／2）

◆２．（２）項の抽出結果を踏まえ，表４に耐津波設計方針の説明スケジュール案，３．項表５に耐震設計方針の説明スケジュール案を示す。

【表４ 耐津波設計方針の説明スケジュール（1／2）】
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２．耐津波設計方針の説明スケジュールの検討
（３） 耐津波設計方針の説明スケジュール案（2／2）

【表４ 耐津波設計方針の説明スケジュール（2／2）】

10



２．耐津波設計方針の説明スケジュールの検討
（参考） 審査資料本文と添付資料の関係（1／2）
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２．耐津波設計方針の説明スケジュールの検討
（参考） 審査資料本文と添付資料の関係（2／2）

注：検討・評価の進捗により，追加・変更が生じる場合がある。
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３．耐震設計方針の説明スケジュール案

【表５ 耐震設計方針の説明スケジュール】
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４．耐震設計方針，耐津波設計方針等に係る全体説明スケジュール案
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